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　2時間たっぷりと、クリスマスソング、日本歌曲、イ

タリア・オペラを350人の皆さんが堪能しました。市民会

館ホールで12月4日㈱に開かれた十日町・コモ姉妹都市

交流協会主催の「クリスマス・コンサート」です。

　コモ市在住の伊藤裕子さん（ソプラノ歌手、愛媛県西

条市生まれ）、ご主人のアンドレア・スキャービィオさん

（ピァニスト、コモ市生まれ）をお招きし、十日町市生ま

れの当重茜さん（メッゾソプラノ歌手）が共演しました。

　伊藤さん夫妻はイタリア、スイス、フランスをはじめ

各国で幅広いコンサート活動を行っています。伊藤さん

と当重さんの声量豊かな歌声、アンドレアさんの繊細か

つ力強いメロディー。ひとあし早いクリスマス気分を味

わうひとときでした。
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　12月も中旬。年末はどこの家庭・事業所で　　　　　　　　　　　　　、

も大掃除が行われます。この大掃除が原因で　　　　　　　　　．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魂鷲　12月の中・下旬は、ごみの量が膨大になりま

す。特に25日以降は、エコクリーンセンター

にごみを持ち込む車が列を作る日もあるとか。　　　　　’　灘嚢，

大掃除は年末の集中期を避け、できるだけ早　　　　鱗、齪遜

めに済ませましょう。　　　　　　　　　　　”　　、，灘“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今回の特集は、来年4月に施行される「リ　　　　　襲．　　　灘　霧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐵
サイクル法」、「ごみ減量化・資源化協力店」　　　、灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
など、ごみのリサイクルと合わせ、最近のご　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟欝
みの量やその処理にかかる経費について掲載　・灘　襲壁購

時期だからこそ曼あ回りを確　ご覇謹・．覇灘

量化●再資源化にご協力くださ馬　嚢騰灘難、

￥

　
ご
み
減
量
化
・
資
源
化
協
力
店
制

度
は
、
過
剰
包
装
を
し
な
い
、
紙
パ
ッ

ク
・
食
品
用
ト
レ
ー
の
店
頭
回
収
を

行
う
な
ど
、
ご
み
そ
の
も
の
の
排
出

量
を
少
な
く
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　
今
年
4
月
に
導
入
し
た
こ
の
制
度

に
、
1
2
月
1
日
現
在
で
次
の
1
7
店
舗

か
ら
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
駅
通
り
の
商
店
の
皆
さ
ん
は
、

商
店
街
と
し
て
登
録
し
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
消
費
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
買
い

物
袋
の
持
参
や
、
ま
た
、
包
装
の
簡

素
化
の
た
め
に
「
シ
ー
ル
だ
け
で
い

い
で
す
」
な
ど
を
レ
ジ
で
会
計
す
る

際
に
お
店
の
方
に
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　
協
力
店
が
取
ひ
組
ん
で
い
る
内
容

は
、
店
頭
に
掲
げ
て
あ
る
「
ご
み
減

量
化
・
資
源
化
協
力
店
」
の
看
板
に

記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　
消
費
者
（
市
民
）
の
皆
さ
ん
か
ら

も
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
協
力
店
】
ジ
ャ
ス
コ
㈱
十
日
町
店
、

㈱
ラ
ポ
ー
ト
十
日
町
店
（
A
コ
ー
プ

9
店
舗
含
む
）
、
㈱
原
信
十
日
町
店
、

㈱
ラ
イ
オ
ン
堂
十
日
町
店
、
駅
通
り

商
店
街
（
東
屋
靴
店
、
い
ま
い
酒
店
、

カ
ネ
ニ
金
物
店
、
㈱
キ
ジ
マ
、
㈱
木

村
屋
、
小
林
肉
店
、
左
久
良
農
園
、

島
田
薬
局
、
ヵ
バ
ン
の
ハ
ギ
ヤ
、
孫

六
商
店
㈱
十
日
町
営
業
所
、
㈱
マ
ル

ヤ
マ
呉
服
店
、
宮
沢
荒
物
店
、
ラ
ッ

キ
ー
プ
ラ
イ
ス
十
日
町
店
の
1
3
店
舗
）

※
登
録
店
の
申
請
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

減
量
化
・
再
資
源
化
は

　
　
三
位
一
体
の
努
力
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん庭野のぞみさ

　（㈱原信勤務）

　
買
い
物
袋
の
持
参
者
は
1
割
に
も

達
し
ま
せ
ん
。
で
も
、
紙
パ
ッ
ク
・

食
品
用
ト
レ
ー
の
店
頭
回
収
に
協
力

し
て
く
れ
る
お
客
様
は
多
い
で
す
。

特
に
日
曜
日
に
は
、
ま
と
め
て
ボ
ッ

ク
ス
に
持
ち
込
む
お
客
様
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
持
ち
込
む
時
は
必
ず
洗

っ
て
く
だ
さ
い
。
洗
っ
て
い
な
い
も

の
は
全
部
ご
み
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
あ
る
店
で
は
、
前
月
の
回
収
量
や
、

紙
パ
ッ
ク
の
場
合
回
収
量
を
再
生
す

る
と
牛
乳
パ
ッ
ク
何
本
に
な
る
か
と

い
う
表
示
を
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な

努
力
が
レ
ベ
ル
の
高
い
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
な
が
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
減
量
化
・
再

資
源
化
は
消
費
者
・
事
業
所
・
行
政

の
三
位
一
体
と
な
っ
た
努
力
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
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量
に
つ
い
て
は
減
少
傾
向

　
ど
み
の
量
は
、
平
成
5
年
度
に
比

較
す
る
と
7
年
度
は
、
燃
え
る
ご
み
、

燃
え
な
い
ご
み
と
も
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら

鱒
騰
　
　
　
　
薫

粟禦
　
蹴曜

懸

禦

繍1＾く繊、ぶ

れ
る
の
は
、
指
定
袋
の
導
入
や
持
ち

込
み
ご
み
の
有
料
化
、
資
源
物
収
集
、

さ
ら
に
生
ご
み
処
理
容
器
の
普
及
な

ど
で
す
。
ま
た
、
「
ご
み
」
に
対
す
る

関
心
度
の
高
ま
り
の
結
果
と
も
言
え

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
結
果

で
す
。

　
　
の

　
　
ト

■市のごみ処理量の推移

　　　　（単位：
燃えないごみ　　燃えるごみ

12，278

12，364

11，218

成
年
年
　
年

平
5
　
6
　
　
7

　
7
年
度
の
燃
え
る
ご
み
は
対
前
年

比
約
9
％
の
減
、
燃
え
な
い
ご
み
は

対
前
年
比
約
1
％
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
燃
え
な
い
ご
み
の
増
加

率
は
鈍
化
し
ま
し
た
。

　
平
成
8
年
4
月
～
1
0
月
ま
で
の
燃

え
る
ご
み
の
排
出
量
（
6
、
6
3
4
ト
ン
）

を
前
年
同
時
期
（
6
、
7
0
7
ト
ン
）
と

比
較
す
る
と
約
1
％
の
減
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
燃
え
な
い
ご
み
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
3
、
5
1
0
ト
ン

と
4
、
5
3
2
ト
ン
で
約
2
3
％
も
の
減

少
に
な
っ
て
い
ま
す
。

資
源
物
の
収
集
は
大
幅
増

　
平
成
8
年
4
月
～
1
0
月
ま
で
の
紙

類
の
収
集
量
（
4
5
8
ト
ン
）
を
前
年

同
期
（
4
1
8
ト
ン
）
と
比
較
す
る
と

約
9
・
6
％
の
増
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
鉄
・
ア
ル
ミ
類
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
2
1
4
ト
ン
と
1
9
7
ト
ン
で

約
8
・
6
％
の
増
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
資
源
物
が
再
資
源
化
さ
れ

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

膨
れ
上
が
る
こ
み
処
理
経
費

　
ご
み
処
理
に
か
か
っ
た
経
費
は
、

設
備
投
資
や
諸
経
費
の
高
騰
に
よ
り

毎
年
増
加
し
て
い
ま
す
。
ー
ト
ン
当
た

り
の
処
理
経
費
を
見
て
み
る
と
、
平

成
5
年
度
が
1
5
、
9
3
9
円
、
6

年
度
2
0
、
0
3
2
円
、
7
年
度
が

2
1
、
7
6
9
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
ご
み
の
排
出
量
が
減
っ
て

い
る
の
に
ご
み
処
理
経
費
が
増
大
し

て
い
る
の
は
、
古
い
焼
却
施
設
の
解

体
や
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
建
設
に
か

か
っ
た
経
費
が
含
ま
れ
た
た
め
で
す
。

　ごみ処理は、これまでのように単に燃やして

埋める処理から「ごみを出さない」「できるだけ

リサイクルする」といった新しい観点からの取り

組みを行うことが重要になってきています。

リサイクル法とは

　容器包装リサイクル法の施行は、平成9年4

月からです。

　この法律は、ごみ量の約60％、重さにすると

約20～30％を占めるといわれている容器包装類

が対象です。びん、缶、紙、ペットボトルなど

容器や包装に使われたものは、次のそれぞれの

役割分担が義務付けられます。これにより、ご

みの減量化や再商品化（リサイクル）を目指そう

というものです。

■消費者　リサイクルできるように分別して排

　　　　　出する。

■市町村　分別収集を行う。

■事業者　事業者とは、容器や中身の製造者、

　　　　　販売店です。市町村が分別収集した

　　　　　ものを引取り、再商品化する。

市では牛乳パックを収集

　現在市が行っている資源物収集は、来年4月

以降この法律によって行われます。市では、リ

サイクル法の施行に合わせ、来年4月から現在

行っている紙類、鉄・アルミ類に加え、牛乳パ

ックの収集を行います。

　出し方や収集の方法は後日お知らせします。

皆さんのご協力をお願いします。

　
ぬ
め

紙
斜
当

古
麟
相

紙パック
30枚は・…

⇒

　
「

　
パ

　
「

の
ぺ

個
卜
凱

6
ツ
ま

～
レ
り

5
イ
な

×
ト
に

り
⑧
…
…
…
…

鰯轟．露1，500濃、
作る1こは、20薙～30隼の立木
（高さ8m、直径16cm）が

》覧　必要懇糞　、＿　　　ン

①
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資
源
。

　
徹
底
的
な
分
別
を
。

②
買
い
物
袋
を
持
参
し
、
ス
ー
パ
ー

　
な
ど
で
袋
を
も
ら
わ
な
い
。

③
商
品
の
過
剰
包
装
を
求
め
な
い
。

過剰包装は断る

④
空
き
缶
類
は
資
源
と
し
て
活
用
す

　
る
の
で
、
中
に
残
物
が
な
い
よ
う

　
に
す
る
。

⑤
資
源
物
の
集
団
回
収
に
協
力
を
。

⑥
使
い
捨
て
商
品
を
見
直
す
。
（
多
種

　
多
用
の
使
い
捨
て
商
品
は
、
使
う

　
場
所
や
目
的
な
ど
に
応
じ
て
使
用

　
す
る
）

⑦
使
え
る
物
は
使
え
な
く
な
る
ま
で

　
使
う
。
（
紙
の
裏
利
用
な
ど
）

⑧
生
ご
み
は
よ
く
水
を
切
っ
て
燃
え

　
や
す
く
し
た
り
、
生
ご
み
処
理
容

　
器
を
使
っ
た
り
す
る
。

　
　
は
る

　
　
み
す

　
　
生
切
㎜
　
　
堵
．
、
㌔

　
　
の
水
　
　
　
　
，
　
、
　
亀

　
　
所
ず

　
　
台
必

⑨
ご
み
と
し
て
出
す
と
き
も
、
燃
え

　
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
に
き
ち

　
ん
と
分
類
す
る
。

⑩
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
や
エ
コ
マ
ー
ク

　
付
き
商
品
を
使
用
す
る
。
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住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
市
で
は
、
都
市
基
盤
の
整
備
を
す
る
た
め
に
、
十
日
町
駅
西
と
西
本
町

の
2
地
区
で
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
土
地
区
画
整
理

事
業
に
よ
っ
て
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
と
宅
地
を
一
体
的
に
整

備
す
る
こ
と
が
で
き
、
整
然
と
し
た
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
無
秩
序
な
乱
開
発
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

十
日
町
駅
西

土
地
区
画
整
理
事
業

　
ほ
く
ほ
く
線
が
、
来
年
の
3
月
に
開
業

す
る
予
定
で
す
。
そ
の
新
し
い
十
日
町
駅

の
西
口
駅
前
に
な
る
場
所
を
中
心
と
し
た

13

・
8
㎞
を
整
備
す
る
計
画
で
す
。

　
訪
れ
る
お
客
様
が
電
車
を
降
り
て
、
ま

ず
、
目
に
す
る
市
の
玄
関
口
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
街
並
み
を
造
り
ま
す
。
ま
た
、
住

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
利
便
性

の
高
い
市
街
地
の
形
成
を
図
る
た
め
に
行

う
事
業
で
す
。
ま
た
、
土
地
利
用
の
増
進

が
図
ら
れ
、
良
好
な
宅
地
の
供
給
を
促
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
平
成
4
年
1
0
月
に
施
行

区
域
の
都
市
計
画
決
定
を
し
、
5
年
1
2
月

に
県
の
認
可
を
受
け
て
事
業
計
画
を
決
定

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
土
地
区
画
整
理
審

議
委
員
（
地
権
者
の
代
者
8
名
、
学
識
経

験
者
2
名
）
の
選
出
や
評
価
員
（
専
門
的

知
識
を
有
す
る
者
3
名
）
の
選
任
を
行
い
、

さ
ら
に
、
戸
別
訪
問
に
よ
る
「
換
地
に
関

す
る
地
権
者
意
向
調
査
」
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
一
部
の
地
権
者
か
ら
減
歩
率
の
軽
減
な

ど
を
求
め
る
意
見
書
が
提
出
さ
れ
る
な
ど
、

　
　
　
ン
つ
　
よ

若
干
の
紆
余
曲
折
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

年
の
1
月
に
、
全
体
施
行
区
域
の
ほ
ぼ
中

央
の
場
所
で
、
全
体
面
積
の
約
1
割
程
度

の
土
地
に
つ
い
て
、
仮
換
地
の
指
定
を
し

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
春
か
ら
そ
の
範
囲
で
道
路
築

造
工
事
や
宅
地
整
地
工
事
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
工
事
と
一
緒
に安全祈願祭（4月26日）

水
道
や
下
水
道
の
本
管
布
設
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
宅
地
へ
の
取
水
ま
す
の
取
り
付
け
工

事
も
し
て
き
ま
し
た
。

　
仮
換
地
指
定
や
工
事
に
伴
い
、
建
物
の

移
転
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
仮
換

地
指
定
に
伴
い
移
転
の
対
象
と
な
る
建
物

の
中
に
は
、
一
部
で
補
償
交
渉
が
整
わ
ず
、

現
在
も
継
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。　

今
後
の
予
定
は
、
こ
れ
ら
の
補
償
交
渉

を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
仮
換
地
指

定
範
囲
を
広
げ
る
作
業
を
行
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
該
当
す
る
地
権
者
と
換
地
場

所
や
土
地
形
状
な
ど
を
相
談
し
な
が
ら
仮

換
地
案
を
作
成
し
ま
す
。
可
能
な
範
囲
で
、

な
る
べ
く
地
権
者
の
意
向
を
取
り
入
れ
た

仮
換
地
案
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
限

ら
れ
た
面
積
の
中
で
の
調
整
で
す
の
で
、

な
か
な
か
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
仮
換
地
案
が
で
き
ま
し
た
ら
、
土
地
区

画
整
理
審
議
会
に
諮
っ
た
後
、
仮
換
地
指

定
を
行
い
ま
す
。

　
面
積
が
広
く
、
地
権
者
や
関
係
者
も
多

い
た
め
、
全
域
を
一
括
し
て
指
定
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
順
次

作
業
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
範
囲
を
広
げ

て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
作
業
を
し
な
が
ら
、
工
事
や

建
物
移
転
も
進
め
ま
す
。

このように

←
変わりました

整理前（今年4月撮影）整理後（今年l　I月撮影）

西
　
本
　
町

土
地
区
画
整
理
事
業

　
県
道
十
日
町
千
手
線
（
本
町
6
丁
目
の

交
番
の
角
か
ら
妻
有
大
橋
を
経
て
川
西
町

へ
至
る
路
線
）
の
本
町
西
線
と
高
山
太
子

堂
線
の
間
、
す
な
わ
ち
、
越
後
交
通
の
角

の
交
差
点
か
ら
、
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
入

口
付
近
の
交
差
点
ま
で
の
整
備
が
必
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
道
路
だ
け
を

造
る
と
、
直
接
面
し
た
土
地
だ
け
が
利
用

さ
れ
、
背
後
地
の
利
用
が
難
し
く
な
っ
た

り
、
ミ
ニ
宅
地
開
発
に
よ
り
、
行
き
止
ま

り
の
道
路
が
で
き
た
り
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
県
道
を
含
む
約
1
6
㎞
の
区
域
に
つ
い

て
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
面
的
な
広
が
り
を
持
っ
て
、
道
路

と
宅
地
（
田
な
ど
も
含
む
）
を
一
体
酌
に

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
て
の
宅
地
が
、

道
路
に
面
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
昨
年
ま
で
は
、
事
業
の
仕
組
み
や
構
想

な
ど
に
つ
い
て
地
権
者
に
説
明
し
て
き
ま

し
た
。
今
年
に
な
っ
て
か
ら
は
、
基
本
計

画
を
作
成
し
、
平
均
減
歩
率
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
し
て
き
ま
し
た
。
1
0
月
下
旬
か

ら
、
地
権
者
の
事
業
へ
の
考
え
を
確
認
す

る
た
め
に
、
地
権
者
意
向
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
結
果
の
集
計
及
び

分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
る
べ
く
多
く
の
地
権
者
の
理
解
を
得

な
が
ら
、
都
市
計
画
決
定
や
事
業
計
画
の

決
定
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
地
区
に
建
設
を
予
定
し
て

い
る
情
報
館
は
、
街
並
み
・
ま
ち
づ
く
り

総
合
支
援
事
業
と
し
て
行
う
も
の
で
、
土

地
区
画
整
理
事
業
と
一
体
と
な
っ
て
、
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進
め
る
た
め
の

核
施
設
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
と
し
て
の
機
能
や
情
報
発
着
基
地

と
し
て
の
機
能
、
交
流
の
場
と
し
て
の
機

能
な
ど
の
ほ
か
に
、
こ
の
よ
う
な
目
的
も

あ
る
の
で
す
。
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ほ
く
ほ
く
線

来
春
3
月
2
2
日
岱
開
業

　
北
越
急
行
㈱
（
社
長
平
山
県
知
事
）
で

は
、
1
2
月
6
日
㈹
県
庁
に
お
い
て
記
者
会

見
を
行
い
、
開
業
日
、
特
急
列
車
・
普
通

列
車
の
運
行
本
数
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

特
急
列
車
の

　
　
十
日
町
停
車
は
4
往
復

　
越
後
湯
沢
駅
～
金
沢
間
を
運
行
す
る
特

急
列
車
は
毎
日
1
0
往
復
運
行
さ
れ
、
十
日

町
駅
に
4
往
復
が
停
車
し
ま
す
。
さ
ら
に

繁
忙
期
に
は
2
往
復
が
増
発
さ
れ
、
2
往

復
と
も
十
日
町
駅
に
停
車
し
ま
す
。
特
急

列
車
の
愛
称
は
「
は
く
た
か
」
で
す
。

　
ま
た
、
1
0
往
復
の
内
6
往
復
は
、
在
来

線
と
し
て
は
日
本
最
高
速
度
と
な
る
時
速

蜘
㎞
で
運
行
し
ま
す
。
十
日
町
～
東
京
間

は
約
1
時
問
5
0
分
、
現
行
の
バ
ス
と
新
幹

線
利
用
と
比
較
し
て
1
時
間
以
上
の
短
縮

　　　　特急列車運転計画
直江津方面（10本）《東京から金沢方面へ》

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
十
日
町
～
金
沢
間

は
「
は
く
た
か
」
4
号
で
お
昼
に
金
沢
に

到
着
し
、
夕
方
発
の
「
は
く
た
か
」
1
7
号

で
日
帰
り
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

（
詳
細
は
特
急
列
車
運
行
計
画
表
参
照
）

通
勤
・
通
学
に
利
便
、

上
越
新
幹
線
へ
の
接
続
に
も
配
慮

　
十
日
町
駅
に
停
車
し
湯
沢
駅
に
乗
り
入

れ
る
普
通
列
車
は
、
快
速
を
含
め
て
9
本

で
す
。
ま
た
、
十
日
町
駅
に
停
車
し
直
江

津
駅
に
乗
り
入
れ
る
普
通
列
車
は
、
快
速

を
含
め
1
4
本
で
す
。
普
通
列
車
の
ほ
と
ん

ど
が
J
R
線
と
接
続
さ
れ
ま
す
。
特
に
通

勤
通
学
列
車
を
利
用
し
や
す
い
時
間
帯
に

設
定
し
ま
す
。
さ
ら
に
越
後
湯
沢
行
き
の

直
通
列
車
は
、
J
R
上
越
新
幹
線
に
平
均

10
数
分
で
接
続
す
る
よ
う
設
定
さ
れ
ま
す
。

東　　　越
　　　　　後
京　　　湯
　　　　　沢
発　　　着

乗
継
時
分

越　　　　　直　　　　　　　　金
後ほくほく線注　　　　　富　　高

嚢一津　　幽岡沢
発　崇臼町蓋　着　　　　着　着　藩

到
達
時
分

記
事

あさひ1号 はくたか2号

7：00　8：07
　C一〇
あさひ301号

8
8：15　　　　　　　9：02　　　　10：08　　10：40

　　はくたか4号

3－43
最速達
列　車

7：36　8：56 9　：04　　9　：29　10：06　　　　　11：22　　　11：59

C一〇 8 4－23
あさひ303号 はくたか6号

8：17　9：34
　C一〇
あさひ311号

8
9：42　　　　　　　10二29　　　　11：36　　12：11

　　はくたか8号
3－54

和　倉
温泉着

10：04　11：27 11：37　12：00　12：29　　　　13：45　　14：22
○一一一→O 10 4－18
あさひ315号 はくたか10号

12：08　13；25 13：33　　　　　　　14：21　　　　15：26　　16：01

C一〇 8 3－53
あさひ317号 はくたか12号

13：08　14：28 14二38　15：11　15：40　　　　16：57　　17：34
○一一→○ 10 4－26
あさひ321号 はくたか14号

15：00　16：16 16：24　　　　　　　17：12　　　　　18：17　　　18：53

○一〇 8 ● 3－53
あさひ327号 はくたか16号

17：00　18：20 18：30　18：56　19：31　　　　20：46　　21：24
○一一一→○ 10 4－24
あさひ331号 はくたか18号

18：04　19：22
　0一一→○ 8

19：30　　　　　　　20：18　　　　　21二26　　22：01

3－57福井着
あさひ335号 はくたか20号

19：0820：25 20135　　　　　　21：24　　　　22：29　　23：04
○一一一→○ 10 3－56

越後湯沢方面（10本）《金沢方面から東京へ》

　
直
江
津
駅
発
6
時
の
快
速
列
車
は
、
十

日
町
駅
を
6
時
4
0
分
に
発
車
し
、
上
越
新

幹
線
に
接
続
し
ま
す
。
こ
の
列
車
を
利
用

す
る
と
、
東
京
駅
に
8
時
3
6
分
に
到
着
し

ま
す
。
ま
た
、
東
京
を
2
0
時
1
6
分
に
出
発

す
る
と
、
十
日
町
駅
に
2
2
時
3
0
分
に
到
着

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

乗
り
降
り
は
ワ
ン
マ
ン
形
式

　
普
通
列
車
の
速
度
は
、
最
高
時
速
m
㎞
。

1
両
編
成
を
基
本
と
し
、
乗
り
降
り
の
際

は
後
ろ
側
の
ド
ア
か
ら
乗
車
し
、
前
側
の

ド
ア
か
ら
降
り
る
ワ
ン
マ
ン
運
転
で
す
。

2
両
編
成
の
場
合
は
、
2
両
目
の
ド
ア
は

開
き
ま
せ
ん
。
乗
り
降
り
は
1
両
ワ
ン
マ

ン
の
時
と
同
じ
で
す
。
ま
た
、
無
人
駅
で

乗
っ
た
場
合
、
車
内
で
整
理
券
を
取
り
、

降
り
る
時
に
料
金
を
払
い
ま
す
。

※
ス
ー
パ
ー
特
急
の
テ
レ
カ
発
売

■
発
売
日
H
1
2
月
1
6
日
㈲
～

■
価
　
格
H
1
枚
8
百
円
（
台
紙
付
）

■
問
合
せ
n
市
役
所
地
域
開
発
室

　
　
　
　
　
　
　
（
費
5
7
1
3
1
1
1
）

東　　　越
　　　　　後
奈　　　湯
　　　　　沢
着　　　発

乗
継
時
欝

越　　　　　直　　　　　　　　金
後ぽくほく線江　　　　　蜜　高

嚢　　津　　幽岡沢
着　紫臼瞬発　発　　　　発　発　発

到
達
時
鐙

記
事

あさひ2号 はくたか1号

9：48　8：42
一
あさひ308号

8
8：34　　　　　　　7：45　　　　　6：39　　　6：05

　　はくたか3号

3－43
最速達
列　車

11：56　10：35 10：27　10：03　9　：27　　　　　8　：13　　　7　：32

一
8 4－24

あさひ310号 はくたか5号

13：00　11143

一
8

11：35　　　　　　　10：46　　　　　9：38　　　9：04

3－56福井発
あさひ316号 はくたか7号

14：48　13：28 13：20　12：56　12：26　　　　　11：12　　　10：35

一
8 4－13

あさひ324号 はくたか9号

16；48　15：30 15：22　　　　　　14：33　　　　13：27　　12153

一
8 3－55

あさひ328号 はくたか11号

18＝12　16：51 16：43　16：15　15143　　　　14：26　　13：50

一
8 4－22

あさひ332号 はくたか13号

20：03　18148
一
あさひ334号

8
18：40　　　　　　　17：51　　　　16：44　　16：10

　　はくたか15号
3－53

和　倉
温泉発

20：5019：32 19：24　　　　　　　18：35　　　　　17：29　　　16：55

一
8 3－55

あさひ336号 はくたか17号

22：2621二〇7 20：59　20：34　19：54　　　　　18：39　　18：02

一
8 4－24

あさひ338号 はくたか19号

23：3622＝16 22：08　　　　　　21：20　　　　20：14　　19：40

一
8 3－56

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
　
～
期
間
は
12
月
1
1
目
㈱
～
31
日
㈲
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
交
通
事
故
が
増
加
し
ま
す
。
ま
た
、
夕

致
賜
　
　
纏
　
　
暮
れ
が
早
い
葵
夕
方
の
時
問
帯
に
道

　■　■スローガン
①運飲動　　「車ですから」と断る

難　　わが家わが街わが
暫点

邊慧鳩』襲薫

　　　S　　　 m“8

②
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
例
年
⑫
月
は
、
忘
年
会
な
ど
に
よ
る
飲

酒
運
転
の
増
加
や
積
雪
・
凍
結
な
ど
に
伴

路
横
断
中
の
高
齢
歩
行
者
や
自
転
車
利
用

者
が
被
害
者
に
な
る
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

　
皆
で
気
を
引
き
締
め
、
こ
れ
以
上
交
通

死
亡
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

．
宣
灘蕎

藻

　
　
■
　
＼

　
　
　
＼

勲
五
等
瑞
宝
章
（
高
齢
者
叙
勲
）

　
　
～
学
校
・
社
会
教
育
の
振
興
一
筋
に
54
年
～

大嶋良作さん
　（原・88歳）

　
大
嶋
さ
ん
は
、
新
潟
県
高
田
師
範
学
校

を
卒
業
後
、
昭
和
3
年
3
月
か
ら
中
魚
沼

郡
千
手
村
千
手
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導
を

皮
切
り
に
、
中
魚
沼
郡
内
・
古
志
郡
内
で

教
員
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、

下
条
村
立
下
条
小
学
校
、
十
日
町
市
立
下

条
中
学
校
の
教
頭
職
を
歴
任
。
ま
た
校
長

職
と
し
て
は
、
田
沢
村
立
高
道
山
小
学
校

長
、
川
西
町
立
中
仙
田
小
学
校
長
を
歴
任

し
、
川
西
町
立
橘
小
学
校
長
を
最
後
に
勇

退
さ
れ
ま
し
た
。

　
勇
退
後
は
地
域
住
民
に
推
さ
れ
、
下
条

地
区
公
民
館
長
、
保
護
司
、
十
日
町
市
議

会
議
員
、
十
日
町
市
社
会
教
育
委
員
、
学

校
法
人
下
条
学
園
む
つ
み
幼
稚
園
長
を
務

め
ら
れ
る
な
ど
、
一
貫
し
て
学
校
教
育
・

社
会
教
育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
叙
勲
は
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　
叙
勲
の
伝
達
は
1
2
月
2
日
㈲
、
自
宅
に

お
い
て
南
雲
川
西
町
長
よ
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
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　　　メンバーは女性だけ。

歌うことが大好きな人の集まりです。

自主コンサートも決まり、練習にも熱が入ります
このコーナーでは、登場していただくサークルを募集しています。

問い合わせは企画人事課広報広聴係智57－3111内線213へ。

挑戦することになりました（詳細はお知らせコーナーに）。
　　　　　　　　　　　　　　　　たかよ指揮は小泉玲子さん、ピアノ伴奏は田口好世さんにお願い

しています。また現在、アート＆サウンド事業の特別講師

として、箕輪久夫先生から月1回教えていただいています。

先生は新大教授で、日本合唱界の重責を担っており、自ら

もバリトン歌手です。今回のコンサートでも特別に歌って

くださいます。

　メンバーは女性だけの20人位です。練習は、毎週火曜日

に公民館本館で行っています。多忙な人が多くなかなか全

員そろいませんが、いつも本番が近づくと必死でスパート

をかけ帳じりを合わせています。

　PTAの有志から始まったコーラスラインですが、だん

だんと合唱にも磨きがかかってきました。新入会員の募集

も行っています。月500円の会費で、週に1回楽しい時を過

ごしませんか。入会ご希望の方は、代表：岡元眞弓（智57

－5332）へ。

　コーラスラインは、歌うことが好きで好きでしょうがな

い人の集まりです。毎年行われる十日町中学校の合唱コン

クールにPTAの有志を集めて参加したのがきっかけで、

PTA以外の人からも入ってもらい、3年前に正式に結成

しました。

　　　　　　　　　　　1最初は声を思いっ切り出し

　　　　　　　　　　　　てストレスを解消する程度で

　　　　　　　　　　　　したが、だんだんと欲が出て

　　　　　　　　　　　　きました。このごろは発表の

　　　　　　　　　　　　機会も多く、中魚沼コーラス

　　　　　　　　　　　　フェスティバル、市民音楽祭、

　　　　　　　　　　　　そして今年は雪まつりの「雪

　　　　　　　　　　　　組」にも全員で参加し、感動

　　　　　　　　　　　　を経験しました。そして、つ

　　　　　　　　　　　　には、初の自主コンサートに

　
　
　
⑳

㊥騨騨黙懸鞭辮馨嚇徽⑳⑬

材料（4人分）
さぱ…4切、玉ねぎ…％個

トマト…1個、レタス…％個
長ねぎ…少々

スープ｛粂＝芳艦●●1個

サラダ油…大さじ2
カレー粉…小さじ2
塩・こしよう…少々

さ
ば
の

　
カ
レ
ー
蒸
し
焼
き

カ
レ
ー
粉
の
香
り
が
食
欲
を
そ

繭　
そ
る
一
品
で
す
。
脂
の
の
っ
た
魚

　
で
あ
れ
ぱ
、
な
ん
で
も
い
い
で
す

　
よ
。
ト
マ
ト
に
も
脂
が
な
じ
み
￥

馨嚇壁
さ
ば
は
讐
し
ょ
う
し
て

撃
蝶
節
ト
マ

働㊤嚇鞭

鋤　
と
っ
て
も
お
い
し
い
で
す
。
今
回

　
は
さ
ば
で
す
が
￥
先
日
は
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
サ
ー
モ
ン
で
作
っ
て
み
ま
し
た
。

　
〈
作
り
方
〉

鑛

麟o鱒馴

ト
は
湯
む
き
を
し
て
2
㎝
角
に
糠

離
鹸
鰭
鶴

る
。

◎
レ
タ
ス
は
￥
出
来
上
が
り
の
さ
魂
甑
騨

ぱ
を
盛
る
器
に
敷
い
て
お
く
。
　
馨

◎
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
￥
玉
ね
ぎ
を
馨

い
た
め
、
香
り
が
た
つ
た
ら
ト

マ
ト
を
入
れ
￥
そ
の
上
に
さ
ぱ

を
並
べ
て
カ
レ
ー
粉
を
ふ
る
。

⑤
ス
ー
ブ
を
加
え
、
ふ
た
を
し
て
0

10

分
ほ
ど
蒸
し
焼
き
に
し
て
塩
￥
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
繋

　
　
　
）

長谷川シゲ子さん
（下条本町・暦55－2523

篇
　　●やまな会
　　〔　　　十日町市食生
　　　善推進委員協

鱒頃㊤馨

O
瀦
響
塗
醤
芝
翰
難
藤
霧
懸
之
乏
O
箆
◎
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じょりずに

描け掬ね47
⑭十日町幼児園

’
簸

　
獣
曽
　
今
・

灘
蹴
、
讐

・
欝
4

　
堀
．
重
p
　
　
　
　
纈

　　　　　たか　ひろ

小山貴裕くん
　　　　（6歳）灘

醗
、

　
鎌
灘
繋

膿難

　
も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
だ
よ
ね
。
く
つ
下

も
用
意
し
た
し
、
サ
ン
タ
さ
ん
い
つ
き
て
も

い
い
よ
。
ぼ
く
￥
ミ
ニ
4
駆
を
楽
し
み
に
し

て
る
ん
だ
。

　　　　　　　　簾
　　　　　　　　灘嚢

　　　　　　灘

　　　　　　　

　　　　　蝶

　　　　蓉　　　　鍵　　　『　　灘

　　凄
　鐵躍鑓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諺

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
々
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
町
に
出
か
け
る
ん
で
す
。
お
昼
を
食
べ
た
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
か
買
っ
て
も
ら
っ
た
り
ね
。
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

本気の本音
膨⑧へ●＠から㊨へ

ス
ク
ー
ル
（
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
主
催
）
に
一
緒
に
行
っ
て

カ
ッ
プ
も
作
っ
た
ん
で
す
。
と
っ
て
も
優
し
い

お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
で
も
一
つ
約
束
し
て
ほ
し
い

な
。
こ
の
問
、
洗
濯
し
た
ば
か
り
の
体
操
着

に
タ
バ
コ
の
臭
い
が
付
い
て
た
ん
だ
よ
。

麗　
　
　
　
動
物
が
大
好
き
な
、
気
持
ち

　
　
　
の
優
し
い
子
だ
と
思
っ
て
い
る
ん

で
す
。
今
は
こ
の
子
が
も
っ
ぱ
ら
犬
の
散

歩
を
し
て
く
れ
ま
す
。
私
も
、
ば
あ
さ
ん
も

お
茶
が
好
き
な
も
ん
だ
か
ら
、
よ
く
出
し
て

く
れ
る
ん
で
す
よ
。
私
の
注
文
と
言
え
ば
フ
ァ
ミ
コ

ン
か
な
。
い
つ
だ
っ
た
か
、
お
母
さ
ん
が
仕
事
先
に
持
っ
て

行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
最
近
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ん
な
に
し
て
い
な
い
よ
う
で
す

丸
山
良
一
さ
ん
（
吉
田
山
谷
・
7
2
歳
）
と
恒
平
く
ん
（
1
0
歳
・
吉
田
小
4
年
）
、
3
人
兄
弟
の
末
っ
子
。

3
人
と
も
思
い
や
り
の
あ
る
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
良
｝
さ
ん
で
す
。

　弩　　　　　　　　　　　　　　　　ぢi　サンタさんの袋はブレゼントがい　　小海美咲ちゃん
　モ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’3　っぱい・みんなの家にとどけてねと　　　　　（5歳）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　たのんだの。ネコちゃんの家にもい
　　　　このコ　ナ　ではヤ　　していただく　を　　していますの　　　　　　　　　
　　　　問い合わせは企画人事課広報広聴係費57－3111内線2Bへ．　　　　：　くよ。楽しみにしててね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

ぞ
㌧
璽

　
生
ま
れ
は
市
内
の
田
中
町
ら
し
い

ん
で
す
。
物
心
つ
く
こ
ろ
に
は
、
大

和
町
の
後
山
（
屋
号
・
し
ん
や
）
に

も
ら
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
尋
常
小
学

校
を
卒
業
し
て
1
3
の
年
に
、
愛
知
県

知
多
郡
に
あ
る
紡
績
工
場
に
勤
め
ま

し
た
。
綿
を
糸
に
す
る
仕
事
で
、
ほ

こ
り
が
た
く
さ
ん
出
る
ん
で
す
。
体

に
悪
い
の
で
、
2
年
の
年
期
が
明
け

る
の
を
待
っ
て
名
古
屋
の
大
東
紡
織

に
移
り
ま
し
た
。

　
し
ん
や
の
家
に
は
実
子
が
あ
っ
た

佐藤イトさん
（寿町4）73歳

このコーナーでは、登場していただく人を募集

しています。問い合わせは企画人事課広報広

聴係行57－3111内線213へ。

の
で
す
が
、
昭
和
1
7
年
に
戦
争
で
死

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と

か
ら
、
や
は
り
小
千
谷
か
ら
も
ら
わ

れ
て
い
た
現
在
の
夫
と
、
し
ん
や
の

家
に
両
養
子
に
入
り
ま
し
た
。

　
長
女
が
生
ま
れ
た
の
が
昭
和
1
8
年
。

戦
争
真
っ
直
中
で
、
夫
は
戦
争
に
と

ら
れ
る
し
、
祖
母
と
二
人
大
変
な
思

い
を
し
て
乗
り
切
り
ま
し
た
。
夫
が

戦
争
か
ら
帰
っ
て
来
た
の
が
昭
和
2
5

年
で
す
。
そ
の
後
は
材
木
商
を
や
り

な
が
ら
生
活
し
ま
し
た
。
4
人
の
娘

が
授
か
り
、
一
番
下
の
娘
が
中
学
に

入
る
こ
ろ
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
稲

荷
町
に
越
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後

娘
た
ち
は
次
々
と
嫁
ぎ
ま
し
た
。
1
2

～
3
年
前
、
夫
が
さ
み
し
が
り
屋
で
、

長
女
夫
婦
と
一
緒
に
住
む
た
め
に
寿

町
に
新
築
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
高
齢
者
学
級
で
生
け
花
を

習
っ
た
り
夫
の
兄
さ
ん
（
詩
吟
の
先

生
）
か
ら
詩
吟
を
習
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
老
人
会
に
参
加
し
た

り
親
し
い
友
人
と
温
泉
に
行
っ
た
り

楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

平成8年12月10日号7



スポツト

難
灘
灘
鐡
灘

　
叢
撚

雛難驚

懲藻
一

高齢者にやさしい

推進
者
く

害
づ

障
蛎

や
嘘

　
十
日
町
市
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
n
月

18

日
㈲
、
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
セ
ン
タ

ー
で
第
1
回
会
議
を
開
催
し
発
足
し
ま
し
た
。
委
員
は

31

名
。
任
期
は
平
成
1
0
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
会
議
に
先
立
ち
本
田
市
長
が
「
市
の
施
設
、
民
間
の

施
設
を
含
め
て
障
害
者
や
高
齢
者
に
や
さ
し
い
施
設
に

改
善
し
た
い
。
委
員
の
皆
様
か
ら
は
こ
れ
を
推
進
す
る

た
め
の
合
意
形
成
に
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
引
き
続
い
て
正
副
会
長
の
選

任
が
行
わ
れ
、
会
長
に
水
野
寛
男
さ
ん
が
、
副
会
長
に

西
野
幸
雄
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
題
の
幹

事
会
・
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
設
置
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
コ

　
　
の
9
6
デ
ザ
ィ
ン
マ
ィ
ン
ド
フ
ェ
ア
が
n
月
21
日
㈲
～
2
4

　
　
激
U
　
　
，

　
　
る
日
㈲
の
4
日
間
、
ク
・
ス
ー
0
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
．
4

　
　
な
日
間
の
延
べ
入
場
者
数
は
6
百
人
．
見
学
者
は
、
デ
ザ

　
　
的
イ
ナ
ー
協
会
会
員
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
画
、
8
年
度
技
術

よ
本
者
研
修
生
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
き
も
の
展
、
絞
り
サ
ー
ク
ル

ごマ
日
藍
・
遊
・
夢
5
周
年
記
念
展
と
、
き
も
の
の
ま
ち
十
日

一
る
町
ら
し
い
展
示
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

テ
誘
ま
た
・
習
輿
は
「
き
も
の
●
風
●
フ
ァ
ッ
シ
ョ

の
田
ン
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
・
金
沢
美
術
工
芸
大
学
教
授
川

綱
吟
薮
舞
罫
解
眞
既
確
諸
撚

　
　
　
　
ど
の
着
付
師
江
木
良
彦
氏
ら
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
迎
え
、

　
　
　
　
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

㈱醒縫鞭
鞭　

　

　
　
　
　
　
き

難
囲
難
難
．
藝

鰹
麗
鱗
、

　
　
彗
垂
羅

ち

“尼5⑯

　先週、新潟市で、新潟県、岐阜県、長野県のALT約500人

の会議がありました。こういう会議でよくあることですが、

講演に耳を傾けるよりアルコールを飲むほうに時間が費や

され、十日町に帰り着くとすぐ眠りに落ちてしまいました

（午後8時ごろ）。目が覚めると外は暗く、15センチほどの

雪が積もっているではありませんか。最初に頭に浮かんだ

のは、「ああ、ぼくは一体どのくらい眠り続けていたんだろ

う。何週問も経ってしまったのかな？」という考えでした。

結局それは翌日（午後4時ごろ）だったのですが、冬が来

てしまったことを実感しました。いいことといえば、もう

すぐスノーボードができることと、冬休みにタイヘ旅行す

ることぐらいです。それではまた。

　　　　l　had　a　conference　last　week　in　Niigata　city　with

about5000ther　ALT’s　from　Niigata，Gifu，and　Nagano

prefectures．As　usua”y　happens　at　these　types　of　meet－

ings，there　was　not　much　tlme　spent　paying　attention　to

the　Iectures，and　much　time　spent　imbibing　alcohol．So

when　l　fina”y　returned　to　Tokamachi，l　promptly　fe”

asleep（about8：00pm）．When　l　woke　up，it　was　dark

outside，and　there　was　about6in．of　snow　on　the　ground．

My　first　thought　was，“Oh　my　God，how　long　have　I　been

sleeping？For　weeks？”Then　l　realized　that　it　was　only　the

next　day（about4：00pm），but　that　winter　had　begun．

The　only　good　points　are＝soon　l’”be　snowboarding，and

soon　l’”be　in　Thailand　for　vacation．See　you．
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十日町市環境保全条例
改正の素案づくり

　
市
で
は
今
年
7
月
、
条
例
改
正
の
素
案
づ
く
り
に
参

加
し
て
も
ら
う
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
7
名
に
よ
る
懇

談
会
を
発
足
し
ま
し
た
。
改
正
の
目
的
は
、
環
境
問
題

の
新
た
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
で
、
7
月
以
降
4
回

の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
1
1
月
2
7
日
㈱
に
行
わ
れ
た
懇

談
会
の
席
上
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
理
念
及
び
施
策
の
基
本
方
針
、
ま
た
、
資

源
の
循
環
的
利
用
の
必
要
性
や
環
境
の
美
化
、
特
に
空

き
缶
等
の
ポ
イ
捨
て
に
対
す
る
対
応
や
環
境
教
育
の
推

進
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
素
案
に
つ
い
て
内
部
調
整
を
行
っ
た

後
、
十
日
町
市
環
境
保
全
審
議
会
へ
諮
問
し
、
来
年
の

3
月
議
会
に
提
案
す
る
予
定
で
す
。

た
恒
例
の
民
謡
舞
踊
大
競
演
が
1
2
月
－
日
㈲
、
ク
・
ス

し
ー
o
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
超
満
員
の
観
衆
で
入
場
制

了
　
　
　
限
が
さ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

魅
典
出
演
者
全
員
に
よ
る
「
天
神
ば
や
し
」
で
幕
を
明
け

を
祭
た
大
会
は
・
午
前
中
各
会
派
や
個
人
に
よ
る
歌
と
踊
り
・

衆
の
合
唱
コ
ン
ク
ル
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
・
ま
た
・
午

観
勘
後
の
部
の
開
演
に
先
立
ち
宮
沢
大
会
会
長
が
「
＋
日
町

の
お
市
は
（
新
保
広
大
寺
節
）
発
祥
の
些
そ
の
因
縁
を
生

難
縫
思
諺
髄
諜
繰
鯵
軽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぼ
さ
か
れ
い

　
　
　
　
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
特
別
企
画
の
「
実
話
」
壷
坂
霊

　
　
　
　
け
ん
き

　
　
　
　
験
記
が
上
演
さ
れ
た
り
、
午
前
の
部
同
様
歌
と
踊
り
が

　
　
　
　
繰
り
広
げ
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
。

箋灘礎・灘憲騨灘欝灘繋繍

　㈱一

問
保
保
智

変
調
が
表
わ
れ
る
思
春
期

　
十
日
町
市
で
は
、
最
近
、
思
春
期

の
子
供
が
、
自
分
で
自
分
の
こ
と
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
分
は
い

て
も
い
な
く
て
も
い
い
ん
だ
と
考
え
、

不
登
校
や
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
、
過
食
症
・

拒
食
症
な
ど
心
に
変
調
を
起
こ
す
ケ

ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
は
、
自
分
を
表
現
し
な

い
タ
イ
プ
で
す
。
常
に
人
に
合
わ
せ

て
い
る
た
め
、
自
分
の
要
求
や
望
み

が
ぼ
け
て
、
自
分
自
身
が
分
か
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

何
を
や
っ
て
も
お
も
し
ろ
く
な
く
な

り
、
現
実
の
生
活
に
意
欲
が
な
く
な

り
ま
す
。

　
二
つ
め
は
、
行
動
に
移
す
タ
イ
プ

で
す
。
，
自
分
の
嫌
い
な
部
分
を
人
の

せ
い
に
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
仲
問

を
作
っ
て
仲
間
の
中
で
い
じ
め
の
対

象
を
作
っ
た
り
、
自
分
が
分
か
ら
な

く
な
り
、
登
校
拒
否
を
起
こ
し
ま
す
。

自
分
を
発
見
す
る
時
期

　
第
2
次
反
抗
期
と
い
わ
れ
る
思
春

期
は
、
体
の
成
長
に
内
面
的
成
長
が

追
い
つ
か
な
く
て
、
親
離
れ
は
し
た

い
が
、
本
当
に
親
か
ら
離
れ
て
し
ま

っ
て
大
丈
夫
か
と
い
う
不
安
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
相
手
に
自
分
の
こ
と

を
、
分
か
っ
て
ほ
し
い
け
れ
ど
分
か

ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
矛
盾
や
、
様
々

　
か
っ
と
う

な
葛
藤
の
中
で
、
新
し
い
自
分
を
発

見
し
て
い
く
時
期
で
す
。

　
子
供
が
自
分
の
良
い
と
こ
ろ
や
好

き
な
と
こ
ろ
を
一
つ
で
も
探
し
て
自

分
を
認
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

の
こ
と
が
、
自
分
を
信
じ
る
（
自
信
）

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ほ
め
冒
葉
を
か
け
る

　
私
た
ち
は
、
常
に
、
人
か
ら
学
力

や
運
動
面
な
ど
、
目
に
見
え
る
も
の

の
評
価
を
受
け
て
育
っ
て
き
ま
し
た
。

内
面
を
評
価
す
る
の
は
難
し
い
か
ら

で
す
。
し
か
し
、
目
に
見
え
る
も
の

の
評
価
を
自
分
自
身
そ
の
も
の
と
勘

違
い
し
て
い
る
子
供
が
い
ま
す
。

　
今
、
子
供
の
こ
と
を
認
め
て
く
れ

る
場
は
あ
り
ま
す
か
。
子
供
の
良
さ

を
見
つ
け
て
、
言
葉
に
し
て
言
っ
て

い
ま
す
か
。
子
供
の
最
も
身
近
に
い

る
親
が
、
子
供
の
良
い
面
を
認
め
5

れ
た
な
ら
、
声
に
出
し
て
、
ほ
め
て

み
る
こ
と
で
す
。

　
「
ほ
め
る
ー
ほ
め
ら
れ
る
」
の
関

係
が
確
立
す
れ
ば
、
や
が
て
親
も
子

供
も
自
信
が
持
て
る
結
果
に
つ
な
が

り
ま
す
。

平成8年12月10日号9



集響ま

せ
ん
か

畷
コ
ー
ラ
ス
ラ
イ
ン

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

霧
日
時
同
1
2
月
2
5
日
㈱
午
後
7
時
～
（
6

時
3
0
分
開
場
）
霧
場
所
H
日
本
キ
リ
ス
ト

教
団
十
日
町
教
会
礼
拝
堂
霧
入
場
料
目
一

般
日
千
2
百
円
、
中
・
高
生
H
千
円
（
当

日
共
）
霧
ゲ
ス
ト
”
箕
輪
久
夫
さ
ん
（
特

別
演
奏
）
池
田
芳
幸
さ
ん
（
バ
イ
オ
リ
ン
）

田
口
好
世
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
雛
間
合
せ
H

岡
元
眞
弓
（
㈱
き
も
の
ブ
レ
イ
ン
内
智
5
2

－
6
8
0
0
）

ど
ん
ぐ
り
お
は
な
し
の
へ
や

　
～
ク
リ
ス
マ
ス
の
ま
き
～

雛
日
時
H
1
2
月
1
4
日
出
午
後
2
時
～
3
時

霧
場
所
H
公
民
館
本
館
霧
入
場
料
H
無
料

纏
内
容
H
絵
本
、
お
は
な
し
、
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
ほ
か
雛
問
合
せ
H
公
民
館
本
館

（
智
5
7
1
5
0
1
1
）

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
・
ら

　
　
　
　
1
2
月
の
定
期
投
影

笏
日
時
H
1
2
月
1
5
日
㈲
、
2
2
日
㈹
午
前
1
1

時
～
4
0
分
問
霧
場
所
H
中
里
村
U
モ
ー
ル

霧
入
場
料
H
一
般
“
2
百
円
、
中
学
生
以

下
”
百
円
霧
問
合
せ
H
中
里
村
教
育
委
員

会
（
智
6
3
1
4
4
7
8
）

◆
調
理
師
及
び
施
設
管
理
者
は
就
業
届
を

寄付ありがとう
　　　H月25日届け出分まで（敬称略）

囹地域福祉事業へ＝俵山重蔵（ニッ

屋200，000円）関口敏夫（宮下東10，

000円）本岡仁（東京都10，000円）

囹社会福祉事業へ＝新潟県信用組合

十日町支店（8，160円）魚沼木材協同

組合（610，000円）匿名（30，000円）

囹身体障害者福祉センターへ＝春川

（3，000円）

囹羽根川荘へ＝中条会（6，100円）中

好会（3，200円）

囹国際交流、文化スポーツ基金へ＝

8大学対抗ゴルフコンペ有志一同（代

表：千原好一64，500円）

囹斎場建設資金へ＝登坂健二郎（5，

000，000円）

囹公民館図書室へ＝前島茂子（本町

6－3）牧野哲也（学校町1）羽鳥

ちえ子（本町6－2）柳明子（六箇

山谷）野上了一（高田町3西）滝沢

重雄（学校町1）樋口伸一（島）井

上時枝（宮崎県）原水爆禁止十日町

市協議会

幽博物館へ＝野村紀昭（北新田1）

斉木孝允（落之水）山田桂（水口）

大渕仙一（桑原）村山三枝（寿町1）

十日町新聞社（北新田3）新潟県中

山問地農業技術センター（川口町）

提
出
く
だ
さ
い
　
笏
該
当
者
H
①
飲
食
店

営
業
、
喫
茶
店
営
業
、
魚
貝
類
販
売
業
、

そ
う
ざ
い
製
造
業
に
従
事
し
て
い
る
調
理

師
及
び
そ
の
施
設
管
理
者
②
寄
宿
舎
、
学

校
、
病
院
、
福
祉
施
設
、
老
人
保
健
施
設
、

矯
正
施
設
、
事
業
所
な
ど
、
多
数
の
人
に

飲
食
物
を
調
理
し
て
提
供
し
て
い
る
施
設

に
勤
務
し
て
い
る
調
理
師
及
び
そ
の
施
設

管
理
者
笏
提
出
先
H
1
月
1
4
日
㈹
ま
で
に

十
日
町
保
健
所
（
費
5
7
1
2
4
0
0
）

◆
女
性
の
心
身
の
健
康
に
関
す
る
相
談
会

笏
日
時
H
1
2
月
2
4
日
、
平
成
9
年
1
月
2
8

日
、
2
月
2
5
日
、
3
月
2
5
日
の
各
火
曜
日

午
後
1
時
～
3
時
笏
場
所
H
十
日
町
保
健

所
笏
問
合
せ
H
十
日
町
保
健
所

◆
酒
害
の
相
談
　
笏
日
時
ロ
ー
2
月
2
0
日
働

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
笏
場
所
H
十
日
町

保
健
所
笏
問
合
せ
H
十
日
町
保
健
所
ま
た

は
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係

◆
ア
ト
ピ
i
性
皮
膚
炎
の
相
談
　
笏
日
時

H
1
2
月
2
4
日
㈹
午
後
1
時
3
0
分
～
2
時
3
0

分
笏
場
所
H
十
日
町
保
健
所
笏
電
話
相
談

H
随
時
受
け
付
け
笏
問
合
せ
目
十
日
町
保

健
所

◆
年
末
年
始
は
市
の
業
務
を
休
み
ま
す

笏
市
役
所
H
1
2
月
2
8
日
ω
～
1
月
5
日
㈹

ま
で
、
平
常
業
務
を
休
み
ま
す
。
た
だ
し
、

市
民
課
・
税
務
課
・
保
健
衛
生
課
・
会
計

課
の
窓
口
は
3
0
日
㈲
の
午
前
8
時
3
0
分

～
午
後
5
時
1
5
分
ま
で
業
務
を
行
い
ま
す
。

笏
公
民
館
H
1
2
月
2
8
日
ω
～
1
月
5
日
㈲

ま
で
（
た
だ
し
、
本
館
は
1
月
4
日
㈹
ま

で
）
休
館
し
ま
す
。
勿
博
物
館
”
1
2
月
2
7

日
働
～
1
月
5
日
㈲
ま
で
休
館
し
ま
す
。

笏
総
合
体
育
館
・
武
道
館
・
市
民
体
育
館

H
1
2
月
2
7
日
働
午
後
5
時
～
1
月
4
日
ω

ま
で
休
館
し
ま
す
。

◆
ク
回
ス
m
の
年
末
年
始
業
務
　
ク
ロ
ス

ー0

で
は
、
1
2
月
2
9
日
㈲
～
1
月
1
日
㈱
ま

で
の
間
休
館
し
ま
す
。
（
1
2
月
2
8
日
ω
は
正

午
で
閉
店
）
ま
た
、
1
月
2
日
㈲
・
3
日

働
は
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
ま
で
、
物
産

ホ
ー
ル
・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
の
み
営
業
。
（
両

日
と
も
、
お
買
上
げ
金
額
に
よ
り
コ
ー
ヒ

ー
券
を
進
呈
）
1
月
4
日
㈹
か
ら
は
通
常

営
業
と
な
り
ま
す
。

◆
十
日
町
－
高
島
問
の
バ
ス
が
2
往
復
増

発
　
笏
期
問
H
平
成
8
年
1
2
月
1
日
～
平

成
9
年
3
月
1
7
日
（
た
だ
し
、
1
2
月
3
0
日

～
1
月
3
日
及
び
日
曜
・
祝
祭
日
、
第
2
・

第
4
土
曜
日
は
運
休
）

笏
増
発
便
の
時
刻

＋
日
町
車
庫
発
⊥
局
島
着
、
高
島
発
－
＋
日
町
車
庫
着

　
8
”
0
0
1
8
“
3
5
8
“
3
5
1
9
“
0
5

　
5
．
0
－
6
・
5
6
・
5
　
6
・
5

　
1
．
3
　
1
・
0
1
・
0
－
1
。
3

◆
工
業
統
計
調
査
の
お
願
い
　
1
2
月
31
日

現
在
で
「
平
成
8
年
工
業
統
計
調
査
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
工
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。
1
2
月
下
旬
に
調
査
員
が
調
査
票

の
記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
。
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
笏
対
象
H
製
造
業
を
営
む
事

業
所
勿
調
査
内
容
H
事
業
所
名
、
従
業
員

数
、
製
造
品
出
荷
額
、
原
材
料
使
用
額
等

笏
問
合
せ
H
総
務
課
文
書
統
計
係

◆
無
料
税
務
相
談
所
開
設
　
勿
日
時
”
1
2

月
1
9
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
笏
場
所

H
市
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー
笏
相
談
事
項
口

所
得
税
、
相
続
税
、
贈
与
税
、
そ
の
他
苦

情
相
談
な
ど
笏
担
当
H
関
東
信
越
国
税
局

貸
出
文
庫
こ
利
用
く
だ
さ
い

雛
冬
期
貸
出
文
庫
　
　
（
1
2
月
～
3
月
）

地
区

配
　
本
　
駈

電
話
番
暑

水
沢

珠
　
川

馬
場
小
珠
田
分
校

58
－
3
8
1
6

川
治

北
新
田
3

樋
口
義
一
さ
ん
宅

57

i
O
7
8

中
条

四
日
町
2

滝
沢
正
『
さ
ん
宅

57

6
5
9
3

飛
渡

新
　
水

飛
渡
第
一
小
学
校

59
－
2
0
7
7

山
新
田

〃
第
二
小
学
校

59
－
2
1
3
9

東
枯
木
又

山
田
房
吉
さ
ん
宅

59
－
2
3
2
3

西
枯
木
又

春
川
善
七
さ
ん
宅

59
－
2
2
1
6

吉
田

稲
　
葉

丸
山
孝
『
さ
ん
宅

57

i
8
6
5

鉢
　
2

真
田
小
学
校
52
－
4
0
0
1

名
ケ
山

名
ヶ
山
小
学
校

52
－
2
9
2
8

下
条

上
新
田
－

掘
義
一
さ
ん
宅

56
－
2
7
6
5

漉
　
野

東
下
組
小
学
校

55
－
2
5
3
2

願
　
入

願
入
冬
期
分
校

56
－
2
1
4
7

（
水
落
満
長
）

＋
日
町

下
川
原
町

西
保
育
所
57
－
0
3
3
8

赤
　
倉

赤
倉
小
学
校
57
－
5
7
0
5

纏
通
年
貸
出
文
庫

地
区

配
　
本
　
所

電
話
番
号

水
沢

姿
　
2

公
民
館
姿
分
館

（
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

58
－
3
2
2
4

（
保
坂
厳
）

土
市
2

水
沢
保
育
所
58
－
2
1
0
3

馬
場
1

平
　
成
　
園
58
－
3
9
2
4

川
治

塚
原
町

＋
日
町
保
健
所

57
－
2
4
0
0

池
之
平

八
箇
保
育
園
57

6
0
6
2

＋
日
町

津
　
池

公
民
館
津
池
分
館

52
－
4
0
3
8

（
小
林
好
『
）

中
条

北
　
原

北
原
保
育
所
52
－
3
3
3
9

下
条

漉
　
野

東
下
組
保
育
園

55
－
2
1
1
9

中
央
通
り

三
　
好
　
園
56
－
2
1
0
6

吉
田

山
　
谷

藤
巻
功
さ
ん
宅

52
－
3
0
4
7

高
　
島

柳
重
太
郎
さ
ん
宅

52
－
6
9
5
2

鉢
　
2

鉢
保
育
園
52
－
5
5
4
4

70



＼

税
務
相
談
室
長
岡
分
室
税
務
相
談
官
笏
問

合
せ
H
税
務
課
市
民
税
係

◆
「
み
ち
」
に
対
す
る
ご
意
見
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
　
建
設
省
の
諮
問
機
関

で
あ
る
道
路
審
議
会
に
設
け
た
「
2
1
世
紀

の
み
ち
を
考
え
る
委
員
会
」
で
は
、
こ
れ

か
ら
の
道
づ
く
り
に
皆
さ
ん
の
意
見
を
取

り
入
れ
る
た
め
今
年
5
月
末
か
ら
7
月
末

に
か
け
て
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
全
国
3
万
5
千
人
の
方
か
ら
n
万

件
を
超
え
る
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
「
ボ
イ

ス
・
レ
ポ
ー
ト
」
に
ま
と
め
ま
し
た
。
入

手
・
閲
覧
を
希
望
す
る
方
は
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。
笏
問
合
せ
H
建
設
省
長
岡
国

道
工
事
事
務
所
調
査
課
（
智
0
2
5
8
1

36
－
4
5
5
1
）
ま
た
は
新
潟
県
土
木
部

道
路
建
設
課
（
暦
伽
－
獅
1
5
5
1
1
）

◆
改
定
・
大
検
制
度
の
説
明
会
と
個
別
相

談
会
　
笏
日
時
H
2
月
2
2
日
㈹
午
後
1
時

■
3
0
分
～
笏
場
所
H
新
潟
県
第
1
総
合
生
協

会
館
（
新
潟
市
）
笏
参
加
費
H
無
料
（
た

だ
し
電
話
に
て
要
予
約
）
笏
問
合
せ
H
働

日
本
産
業
開
発
青
年
協
会
大
検
情
報
セ
ン

タ
ー
（
盈
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
0
1
2
0
ー

隔
ー
㎝
）

◆
勤
労
者
の
皆
さ
ん
へ
　
働
新
潟
県
労
働

者
信
用
基
金
協
会
の
保
証
に
よ
り
、
労
働

金
庫
か
ら
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
纏
資

格
“
①
一
般
勤
労
者
②
自
営
業
者
（
従
業

員
5
人
以
下
）
笏
融
資
の
種
類
H
フ
リ
ー

ロ
ー
ン
、
住
宅
ロ
ー
ン
、
教
育
ロ
ー
ン
、

マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
ほ
か
籔
問
合
せ
H
労
働

金
庫
十
日
町
支
店
（
費
5
7
－
8
3
0
0
）

加
し
ま
せ
ん
か

第
4
回
十
日
町
市

観
光
土
産
品
コ
ン
ク
ー
ル

霧
応
募
資
格
H
①
十
日
町
市
、
中
魚
沼
郡
、

松
代
町
、
松
之
山
町
に
所
在
す
る
企
業
、

団
体
、
グ
ル
ー
プ
と
そ
こ
に
在
住
ま
た
は

勤
務
地
と
す
る
個
人
。
（
た
だ
し
、
第
1
回

～
3
回
の
入
賞
商
品
は
応
募
不
可
）
簸
審

査
部
門
H
第
1
部
（
食
品
）
、
第
2
部
（
食

品
以
外
の
も
の
）
霧
応
募
方
法
”
平
成
9

年
2
月
2
5
日
㈱
ま
で
に
応
募
票
を
十
日
町

市
観
光
協
会
（
市
内
西
寺
町
智
5
7
1
3
3

4
5
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
商

品
は
、
平
成
9
年
3
月
上
旬
の
審
査
会
ま

で
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

羅
題
蛆
．

ス
ポ
ー
ツ

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
第
1
8
回
十
日
町
新
雪
ジ
ョ
ギ
ン
グ
マ
ラ

ソ
ン
大
会
〉

霧
日
時
”
平
成
9
年
1
月
2
日
㈱
午
前
8

時
3
0
分
受
付
開
始
（
1
0
時
開
会
式
）
纏
集

合
場
所
H
十
日
町
中
学
校
籔
種
目
・
コ
ー

ス
H
3
㎞
、
5
㎞
、
1
0
㎞
、
ハ
ー
フ
（
十

日
町
中
学
校
発
着
、
県
道
及
び
国
道
魏
号

折
返
し
）
霧
参
加
費
“
一
般
“
2
千
円
、

高
校
生
以
下
“
千
円
霧
申
込
み
H
1
2
月
2
0

日
働
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
大
久
保

善
雄
（
新
座
1
智
5
7
1
8
6
3
8
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
募

集
中

老
人
医
療
費
の
動
向

　
7
0
歳
以
上
（
寝
た
き
り
な
ど
の
人
は
6
5

歳
以
上
）
の
人
が
医
療
を
受
け
る
場
合
「
老

人
保
健
法
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
法

に
よ
り
、
老
人
医
療
費
は
、
図
1
の
よ
う

に
一
部
の
自
己
負
担
金
（
入
院
1
日
7
1

0
円
、
外
来
1
か
月
1
、
0
2
0
円
）
の

ほ
か
、
公
費
と
現
在
加
入
し
て
い
る
各
医

療
保
険
制
度
か
ら
負
担
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
7
年
度
の
市
の
1
人
当
た
り
老
人

医
療
費
は
、
平
成
3
年
度
に
比
較
し
、
9

万
4
千
円
（
1
7
・
4
％
）
上
昇
し
て
い
ま

す
。
（
図
2
）
老
人
医
療
が
増
え
る
と
市
の

国
保
会
計
の
持
ち
出
し
と
、
一
般
会
計
か

ら
支
出
す
る
経
費
が
増
え
、
財
政
を
苦
し

く
し
ま
す
。

　
寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
皆
が
健
康
管
理

に
気
を
配
り
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受

け
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

窃
問
合
せ
H
保
健
衛
生
課
国
保
係

灘
鐵

　　簸灘雛

　　鱗　難　灘雛

　　灘　維　灘縷

　鑛翻

〈図1〉〈図2〉十日町市老人医療費1人当たりの推移

持ち出し
（拠出金）

公費

繋

63万3千円

60万8千円

麟
　　　　　　　　56万4千

53万9千円　54万3千円

灘H
7

H
6

H
5

H
4

H
3

（万円）

　　　　　65

60

55
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おまちしてます

おじゃまします

暖紬櫨
‘麟
受字

1月は13日（月）です

時間午後7時～9時
　　　（先着2組、1組50分）

　
着
室
月
広
ん

後
先
長

　
（
市

　
　
　
場
込

　
　
　
会
申申し込み　12月25日㈱までに企画人

　　　事課広報広聴係へ。

※市長が皆さんの所へ出かけて話し

合う「おじゃまします暖和室」は

　随時受け付けています。

ゆずります

ゆずってください
＊消費者協会（商工観光課費52－5569）へ。

ゆ講鰻ま繋一・・

品　　　　名 規　格 希望価格

50ccスクーター ホンダ・赤 1万5千円

50ccスクーター スズキ 3万円
二 段ベ　ツ ド 3年使用 相談で

ダブルカセットデッキ ビクター・新品 ノ／

携 帯　電 話 NTTドコモ
デジタル 1万5千円

折りたたみマットレス 15cm厚・固め 無　料

8ミリビデオカメラ ソニー 相談で

編 み 機 ブラザー
毛糸用・新品 無　料

軽 自　動 車 　ミラ・．黒
スタッドレス付 相談で

大人用自転車 女性用 2千円

CDカラオケ機 3台 1台5千円

ウィンドサーフィン用具二式 ウエツトスーツ
　2着付 8万円

ワ 一　　プ 口 カシオワード
　63年型 3万円

軽 自　動 車 レックス・赤

検H9年6月 5万円
ポータブルミシン 台付 相談で

ロックミシン 〃

風 呂 釜 　ガス式
市営住宅対応

〃

浴 槽 ／／ ／／

美 顔 器 新品 15万円

ホイール付タイヤ ドミンゴ用
4本 1本3千円

学 習 机 無　料

石 油　タ　ン ク 4902 ／ノ

も ち　つ　き 機 むす＆つく
新品 1万円

も ち　つ　き 機 つく 3千円

食器乾燥機 相談で

ゆ繊類懇難耀i惑騨…◎σ

ノルディック用ブーツ 23cm 相談で

ベビーたんす
／／

ス　　ベ　　リ ム
ロ 室内用 〃

マウンテンバイク 24～26インチ 3千円
石油ストーブか石油ファンヒーター 無　料

アルペンスキー一式 靴27～27．5cm 相談で

電動ルームランナー ／ノ

炊　　　飯 器 1人暮らし用 ／ノ

アノラック上下 10歳位用 5百円

77　平成8年12月10日号



撫
瀞
・
夢

　1

壌

ふ
る
里
の
歴
史
散
歩
⑰

縄
文
時
鞭
の
嚢
墓

辮
獲
編
雛
獲
饗

　
下
条
地
区
上
新
田
の
野
首
遺
跡

は
、
縄
文
時
代
中
期
の
中
ご
ろ
（
約

四
五
〇
〇
年
前
）
か
ら
後
期
の
中
ご
ろ

（
約
三
五
〇
〇
年
前
）
の
遺
跡
で
す
。

　
県
営
ほ
場
整
備
事
業
に
伴
い
、
今

春
か
ら
十
月
ま
で
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
約
六
五
〇
〇
平
方
層
の

調
査
区
か
ら
、
毎
日
の
よ
う
に
五
〇

～
一
〇
〇
袋
の
土
器
や
石
器
が
出
土

し
ま
し
た
。
全
体
の
遺
物
の
分
量
で

は
中
条
地
区
の
笹
山
遺
跡
を
超
え
、

市
内
で
も
最
大
級
の
遺
跡
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
直
径
四
～
五
層
ほ
ど
に
柱

を
円
形
に
め
ぐ
ら
し
た
竪
穴
住
居
跡

が
一
〇
棟
、
長
方
形
の
堀
立
柱
建
物

〆
野首遺跡の配石墓

跡
（
高
床
式
）
が
三
棟
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
遺
構
は
、
縄
文
時

代
中
期
の
も
の
で
す
。

　
野
首
遺
跡
の
特
徴
の
一
つ
は
、
縄

　
　
　
　
　
　
　
は
い
せ
き
ぼ

文
時
代
の
お
墓
（
配
石
墓
）
が
二
二

基
も
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　
配
石
墓
は
、
平
ら
な
石
を
楕
円
形

に
立
て
め
ぐ
ら
し
、
そ
の
内
側
に
平

ら
な
石
を
敷
き
つ
め
た
も
の
で
す
。

そ
の
一
端
に
は
大
き
な
石
が
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
墓
標
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ど
こ
う

　
敷
石
の
下
に
は
土
墳
（
墓
穴
）
が

あ
り
、
鉢
が
伏
せ
た
状
態
で
出
土
し

ま
し
た
。
死
者
の
頭
に
か
ぶ
せ
る
よ

う
に
し
て
埋
葬
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。

　
配
石
墓
の
中
に
は
敷
き
つ
め
た
石

の
表
面
が
焼
け
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
敷
石
の
下
に
土
墳
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
敷
石
の
上
で
何
か

の
儀
礼
を
行
っ
た
か
、
死
者
の
火
葬

を
し
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
縄
文
時
代
後
期
の
遺
構
は
、
配
石

墓
と
埋
設
土
器
で
構
成
さ
れ
、
明
確

な
住
居
跡
は
発
見
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
遺
跡
が
後

期
に
は
集
落
の
墓
域
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
お
り
、
石
棒
な
ど
の
祭
祀

に
使
う
遺
物
が
多
く
出
土
し
た
こ
と

か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
ま
す
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　3し、初雪が降っても、まだ見られるキノコもあります。　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　3　スギエダタケ（写真は十日町中学校、村田洋一先生撮影）はその名の：
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　　　　　　　　　　　　　　　　　3わりがよく、味噌汁、煮物、酢の物等に利用できます。塩漬けにしてお
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十臼町市民の動き

（11目末日現在）

45，188人（前目比一4）

22，204人（〃　一1）

22，984人（ノソ　ー3）

ロ
男
女

人■

（前目比十9）12，850■世帯数

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
　
編
・
集
・
室

　
師
走
に
入
り
、
一
面
銀
世
界
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
は
や
っ
ぱ
り
雪

が
な
い
と
、
と
思
っ
て
い
た
人
も
多
か

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
我
家

で
も
娘
た
ち
は
大
喜
び
。
さ
っ
そ
く
雪

ダ
ル
マ
を
作
っ
た
り
、
ソ
リ
を
出
し
て

遊
ん
だ
り
で
雪
と
楽
し
く
戯
れ
て
い
ま

す
。
自
分
は
と
言
え
ば
、
お
っ
く
う
が

っ
て
や
ら
な
か
っ
た
防
雪
ネ
ッ
ト
を
張

っ
た
り
、
雪
囲
い
を
し
た
り
で
い
や
い

や
な
が
ら
の
雪
対
策
。
相
反
す
る
光
景

に
、
つ
く
づ
く
年
齢
を
感
じ
ま
す
。

　
さ
て
師
走
と
言
え
ば
大
掃
除
。
振
り

返
っ
て
み
る
と
今
年
の
春
先
誓
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。
「
年
末
の
大
掃
除

は
寒
く
て
大
変
だ
か
ら
、
秋
口
に
し
て

し
ま
お
う
」
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
誓

い
は
守
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
も

例
年
通
り
「
年
末
大
掃
除
」
に
な
り
そ

う
で
す
。
来
年
の
こ
と
を
言
う
と
鬼
が

笑
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
え
て
来

年
こ
そ
は
と
誓
い
ま
す
。
　
　
　
　
㊧
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